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「平成26年3月期第1四半期決算説明会資料」の一部訂正について 

 

 

平成25年8月1日付で発表いたしました「平成26年3月期第1四半期決算説明会資料」に 

一部誤植がありましたので、下記のとおり訂正いたします。  

 

記  

 

１． 訂正箇所、理由 

「平成26年3月期第1四半期決算説明会資料」の30ページに掲載されている「2013年度連結

業績見通し」のうち、Pharma EBITの数値に関する一部誤植 

  

 

２．訂正内容 （下線部 は、訂正箇所を示します）  

（億円、％） 

 2012年度 2013年度 

実績 売上比 実績 売上比 前期比 

Pharma EBIT （誤） 1,980  333 2,060 356 108

（正） 1,908 33.3 2,060 35.6 108

 

 

以上  

 

※修正後の「平成 26 年 3 月期決算説明会資料」を添付いたします。 



２０１３年度（平成26年３月期） 

第１四半期 決算説明会 

２０１３年８月1日 
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将来見通しに関する注意事項 

 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含みます。 

これらの文言は、現在における見込み、予測、リスクを伴う想定、実質的にこれらの文言とは異なる現実的な結論、 

結果を招き得る丌確実性に基づくものです。 

 

 それらリスクや丌確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および

国際的な経済状況が含まれます。リスクや丌確実性は、特に製品に関連した見通し情報に存在します。製品のリスク、

丌確実性には、技術的進歩、特許の競合他社による獲得、臨床試験の完了、製品の安全性ならびに効果に関する 

クレームや懸念、規制機関による審査期間や承認取得、国内外の保健関連改革、マネジドケア、健康管理コスト抑制へ

の傾向、国内外の事業に影響を不える政府の法規制など、新製品開発に付随する課題などが含まれますが、これらに 

限定されるものではありません。 

 

 また、承認済み製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満たす製造能力を構築する能力を 

欠く状況、原材料の入手困難、市場の受容が得られない場合などが含まれますが、これに限定されるものではありま 

せん。 

 

 新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項より、見通し情報に更新もしくは改正が望ましい場合であっても、 

それを行う意図を有するものではなく、義務を負うものではありません。 



 次世代６品目で売上高１１５０億円、前年比１７２％の成長 
 米国におけるBELVIQ、Fycompaの上市 
 ２０％以上の成長をめざす中国とジェネリック事業 

ボトムアウトに向けた攻める２０１３年度のポイント 
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成長ドライバーへの注力 

    
 
    

 売上高 前年比１０１％ 営業利益、当期純利益の２桁成長  
   売上高         5780億円（前年比101％）    ＲＯＥ  11.5％ 
   営業利益         785億円（前年比111％）    ＥＰＳ 186.6円 
   当期純利益       532億円（前年比110％）    配当金 150円 
   Pharma EBIT*     2060億円（前年比108％）  
   キャッシュ・インカム  1000億円（前年比99％）     

2013年度業績見通し 

 戦略分野への集中投資と効率化：研究開発費率２２％、販売管理費率３３％台 
 「攻めの財務」の実践 → 成長投資比率４０％レベル＋戦略投資枠の確保 

収益構造の転換 

* Pharma EBIT: 営業利益+研究開発費 
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２０１２年４月-６月 ２０１３年４月-６月 

実績 売上比 実績 売上比 前同比 

売上高 1,469 100.0 1,542 100.0 105 

 売上原価 432 29.4 463 30.0 107 

売上総利益 1,037 70.6 1,080 70.0 104 

 研究開発費 284 19.3 396 25.7 140 

 販売管理費 562 38.3 542 35.1 96 

営業利益 191 13.0 142 9.2 74 

経常利益 179 12.2 129 8.3 72 

四半期純利益 119 8.1 94 6.1 79 

Ｐｈａｒｍａ ＥＢＩＴ*1 475 32.3 538 34.9 113 

（億円、％） 

第１四半期連結業績 
２０１０年度２Ｑ以来の増収および売上総利益の増益  

*1 Pharma EBIT: 営業利益+研究開発費 
*2 キャッシュ・インカム：成長投資・事業開発、配当支払、借入返済等に使用可能なキャッシュの総額 

 算式：純損益＋有形・無形固定資産減価償却費＋インプロセス研究開発費＋のれん償却額＋減損損失（投資有価証券評価損含む） 

2013年度第1四半期期中平均レート：米ドル：98.75円（前期変動率＋23.1%）、ユーロ：128.94円（同＋25.3%）、ポンド：151.59円（同＋19.5％） 

キャッシュ・インカム*2 243 219 90 



ボトムアウトを牽引する 
次世代６品目の継続的拡大 
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合計  
213億円 

前同比134％ 

合計  
160億円  

合計  
102億円  

* アライアンス収入 

攻める 
次世代６品目 

* 



（億円） 

2012年度１Q 
営業利益実績 

研究開発費の 

マイルストン支払い 

クインタイルズPOC*2達成 

BAN2401 Ph.II開始 

E7438 Ph.I/II開始 

成長セグメント 

の伸長 

アジアリージョン 
ジェネリック事業 

次世代６品目の 
急進拡大 

ハラヴェン 
Fycompa 
BELVIQ    
ヒュミラ 
ルネスタ 
リリカ*1 

2013年度１Q 
 営業利益実績 
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リーンな事業 

体制移行による 

費用構造の改善 

アライアンス 

費用をはじめとした
継続的な 

費用効率化 

50 

100 

150 

200 

営業利益の増減要因分析 
研究開発費のマイルストン支払い前は営業増益 

250 

191 

2013年度１Q 
 営業利益実績 
（研究開発費の 

マイルストン 
支払い前） 

BELVIQ上市 
に伴う 

新発売投資 

*1 アライアンス収入 

0 

*2 Proof of Concept 

プロジェクト 
進捗等による 
研究開発費 

の増分 

209 

142 



   

エーザイジャパン第１四半期 

今期の業績見通しに対して好調なスタート 
 

売上高 計画対比１０２％（＋１８億円） 

前年同期比１００％ 
（ジェネリック事業：売上高５８億円、同１３１％の成長を確保） 

 

セグメント利益 前年同期比１１８％達成 
 

患者様の受診行動に則した２つのｈｈｃユニット体制 
２５９医療圏におけるＭＲ活動が順調に定着 

 

 

 
 
 

7 

 

エーザイジャパン好発進 
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患者様数 

年齢別 認知症患者様の割合 

日本における認知症とエーザイの役割 

* 全国10市町における65歳以上の住民計約9,000人を対象におこなわれた厚生労働省科学研究補助金事業の研究報告 

全国の認知症患者様数は 
  約４６２万人*と推計 
認知症を発症する前段階と 
   みられる軽度認知障害（MCI）  
   の患者様数は約４００万人* 

    と推計 

全認知症患者様のうち 
アルツハイマー型認知症は６７．６％ 
（n＝978：面接調査で診断が確定した方） 

２０１２年の日本国内の６５歳以上の 
認知症有病率は１５％* 

日本国内のアルツハイマー型認知症患者様は 
約３１２万人 
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約３１２万人のアルツハイマー型認知症の 
患者様のうち未治療の約２００万人の患者様

への貢献をめざし患者様支援を強化 
 
 患者様の受診行動に則した新体制のもと 

第１四半期計画を達成 
   （183億円、対計画104％達成） 
 ２０１３年６月２６日ドライシロップ剤を新たに 
  上市 

 

 
 

１９９９年 
アリセプト

（錠） 
上市 

２００１年 
細粒0.5％ 

上市 

２００４年 
Ｄ錠 
上市 

２００７年 
高度ＡＤ 
適応追加 
10mg錠 

上市 

２００９年 
ゼリー剤 

上市 

服薬に関する患者様の様々なニーズに対し
継続的な支援を遂行 

２０１３年 
６月 

ドライシロップ剤
上市 



 

新規で６万４千人の患者様が服薬を開始 （２０１２年度第４四半期: ５万６千人）*4 

服薬継続率の向上（４週間継続率２０１２年９月: ６９．８％ ⇒ ２０１３年４月: ７０．６％）*4 

エーザイジャパン一丸となってアリセプト１Ｑ計画完遂 

 攻め続ける国内アリセプト 

潜在患者様の医療へのお導き 

 早期受診に繋げるための２３８の医療圏に則した取り組み 

 ウェブサイト「e-65.net」*1や生活者対象｢フォーラム認知症新時代」*2などを通じた疾患としての
啓発活動 

 
コミュニティづくりの支援 

 認知症施策推進５か年計画*3(オレンジプラン)にコミットし「安心して暮らせるまちづくり」を推進 

 早期診断、早期対応などを含めた地域での生活を支える医療や介護サービスの構築  

アリセプトの患者様貢献 

 新規エビデンス「在宅期間/健康寿命の延伸に対する効果」の追究 

 安心サポートセンターでの服薬支援や保険薬局関係者を対象とした認知症研修会開催の強化 

*3 オレンジプラン：厚生労働省の認知症施策検討プロジェクトチームが、平成２４年６月１８日にとりまとめた「今後の認知症施   
     策の方向性について」や、同年８月２４日に公表した認知症高齢者数の将来推計などに基づいて、平成２５年度概算要求   
     とあわせて策定した認知症支援計画  

*1 e-65.net: 認知症に関する一般生活者向け情報提供ウェブサイト 

*2 フォーラム認知症新時代: 一般生活者を対象としたエーザイ協賛の集会 

*4 社内推計 
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      広域医療圏に着目した新戦略により 
    ハラヴェンの売上高 前年同期比１２３％達成 

 攻め続ける国内ハラヴェン 

エビデンスの活用 

 

顧客へのアプローチ強化 

日本発エビデンスの創出 

 国内フェーズＩＩ試験に始まり２つの大規模国際臨床試験であるＥＭＢＲＡＣＥ試験と３０１試験に至る 
  一連の臨床的意義を訴求することにより乳がん患者様への貢献を拡大 
 ＡＡＣＲ*1、ＡＳＣＯ*2で発表した新規データ（転移抑制効果、ＱＯＬ）のディスカッションを通じて、 

早期ラインでの患者様貢献を企図 
 

0

10

20

2012年度1Q 2013年度1Q 

（億円） 

 
 

 乳がん患者様の治療において、約半数以上を占める一般外科医に向けてのアプローチを強化 
 患者様の受診行動とがん医療連携に則した新ビジネスモデルで病診連携、病病連携の地域特性

に沿ったニーズに適時対応 
 
 

 乳がん治療において、術前術後療法を含む、より早期ラインでのシェア拡大を企図したエビデンス
創出を加速 

 ＡＴ*3既治療の再発乳がんに対するファーストチョイスのエビデンス創出を加速 

*3 A: アントラサイクリン系抗がん剤   T: タキサン系抗がん剤 

国内ハラヴェン売上高 

*1 American Association for Cancer Research *2 American Society of Clinical Oncology 10 
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 * 出典: IMS 

総処方せん枚数（週間） 

Robust Launch Metrics &  

Early Success on BELVIQ 

患者様サポート プログラム
の登録数（累計） 
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上市後の成果 
 
• 総処方せん枚数は前週比２桁増を継続 

（７月４日 独立記念日の週は除く） 

 ７月１９日までの週は２８４０枚* 

 

• 約３９００名*の専門医がBELVIQを処方 
（７月１９日時点） 

 
 

 

成長加速への布石 

• 1４０００人超の患者様が上市後開設された 
サポートプログラムに登録 

• １５日間Free Trial Voucherや 
保険カバレッジのない患者様へセービング カードを提供 

総処方せん枚数の６０％以上はFree Trial Voucher
が利用され、早期診断、早期治療の貢献へ 

• 保険カバレッジは３０％レベルを確保 

目標を１年前倒して２０１３年度中に５０％レベル 
をめざす 

0
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15000



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

BELVIQ に対する全米での高い注目度 
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• ＢＥＬＶＩＱ上市に関する報道が各種メディアを通じ 
米国内３億人以上の生活者へ向けて 
 １００以上ものテレビ番組で紹介 
 ７４００万人が購読するニュースウェブサイト

（３００以上）でBELVIQ上市のニュースリリース
を紹介 

 １７００万人のリスナーへラジオ放送で紹介 
 ニューヨーク タイムズスクエアをはじめとする 

屋外スクリーンで紹介 
 

• 主要全国紙や地方紙に掲載 
 ニューヨークタイムズ、ウォールストリートジャーナル、 
 ロイター、ＦＯＸビジネス、ブルームバーグＴＶ、ＣＮＢＣ，  

   ＡＢＣニュースなど 
 

• ＴＶやラジオを通じた疾患啓発 
 肥満症治療専門医による疾患啓発や新しい

治療について２８０万人が視聴 
 

• ＢＥＬＶＩＱウェブサイトに会社想定以上のアクセス 
 １カ月間に医療関係者１０万人以上 

CNBC: http://www.cnbc.com 



肥満症治療のエポック 

 

 

 

 

米国医師会 
“obesity as a disease （肥満症は疾患）”と宣言 

 

 

 

 

 

米国臨床内分泌学会 
BELVIQをはじめ、抗肥満薬を肥満治療のオプションとしてガイドラインに掲載 

 

 

 

 

退役軍人の健康保険 
抗肥満薬の処方アクセスに関する検討を開始 

 

 

 

 

米国連邦議会 
肥満治療および肥満患者様減少に関する法案（Treat and Reduce Obesity Act） 

メディケア パートDにおける抗肥満薬の採用の可能性  
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米国糖尿病学会にて新臨床データを発表 

長期投不試験での体重減少効果を証明 

BELVIQが効果を示す患者様（レスポンダー*1）に関する新たな臨床データを発表*2 

 

   食事、運動療法の下、２型糖尿病を合併している、または合併していない 
  肥満症患者様においてプラセボ群と比較しBELVIQ服用群では 
  レスポンダー群の５２週における体重減少効果を確認 
 
 
 

  実質的な薬剤効果 （５２週で約１０％の体重減少）の高さを証明 

エーザイ ブース 

エーザイ プロダクトシアター 

*1 レスポンダー： １２週で５％の体重減少効果があった患者様        
*2 BLOOM、BLOSSOM、BLOOM-DMの３試験の追加解析、 
   Adapted from poster presented by Steven R. Smith et al at the 73rd Annual Meeting of the American Diabetes Association; June 21-25, 2013; Chicago, IL 

２型糖尿病の合併なし ２型糖尿病の合併あり 

レスポンダー率 
BELVIQ：３５．９％ ｖｓ プラセボ：１１．５％ 

５２週でのBELVIQレスポンダーの５％以上体重減少達成率： ７１％  

レスポンダー率 
BELVIQ：４９．３％ ｖｓ プラセボ：２２．６％ 

５２週でのBELVIQレスポンダーの５％以上体重減少達成率： ８６％  
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